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３．事後評価結果 

〇評点： 

 

 

〇総合評価コメント： 

 

第一次産業、それも特に漁業の操業最適化に、情報科学の専門家が挑戦したことは世界で比肩する例が

なく、高く評価したい。列挙すると以下となる。 

 

1) カツオ漁場予測システム: カツオ漁業者の協力を得て質の高い教師データを利用、漁業者の漁場決

定プロセスの漁場予測モデルへの組み込み、漁業者の経験知の導入等の工夫を通して、高精度なカツオ

漁場予測システムを構築、従来の漁場予測の性能を凌駕した。 

2) 漁場ナビ: 衛星画像の雲除去技術と沿岸データ同化システムを中核技術として、日本沿岸の高解像

度の海中予測、日本・インドネシア・オーストラリアを含む広範囲の予測情報、ひまわりによるリアル

タイム高解像度水温情報を提供するシステムを構築した。 

3) On Spot 海洋環境把握プラットフォーム: 三陸沿岸350m 解像度モデルと静岡県沿岸を中心とした

500m 解像度モデル、さらに。浜名湖を対象に100ｍ解像度モデルを構築した。 

 

以上、海況の推定や漁場の情報収集技術から、漁業経営方策の立案まで幅広くカバーしており、漁業モ

デルの創出という目標を達成している。また、スタートアップ企業を起こし、実運用の体制を整えてお

り、これも評価したい。自然を対象としたことから、現場での試行錯誤は困難な中、短期間で結果を得

ることは難しく、また漁業従事者の信頼を得るには時間がかることが想定された。5年という期間で「０

から1」を成し遂げたことを高く評価したい。 

 

今後は事業として漁業者の信頼を獲得しつつ、単独の学術研究の枠組みを超えて国規模での創業データ

の蓄積がおこなわれること、それを民間利用される枠組みにつながることに期待した 

A  優れている 


